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要約

新潟県在住の55才男性に見られた旋尾線虫による皮膚幼虫移行症を記載した。右啓部に湿疹を伴

う爬行疹があり，その皮下炎症組織から線虫幼虫ｌ虫が検出された。この幼虫は高度に変性してい

たが，虫体断面像および組織から摘出した虫体所見，特に角皮の特徴的な横輪と角皮内横条によっ

て，いわゆる旋尾線虫Ｘ型（Hasegawa，1978）と同定された。これらの角皮構造の特徴は症例

虫体の同定に重要であると考えられる。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Spirurina，Ｃｒｅｅｐｉｎｇｅｒｕｐｔｉｏｎ，Ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ，Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ，Ｊａｐａｎ

ば生食している。発症の約１カ月前にカマス，ボラ，ナ

マコの刺身を摂取した。また時期は特定できないが，ホ

タルイカも生食した記憶がある。

現病歴：1992年３月１５日頃，仙骨部に瘤痒のある発疹を

生じ，近医を受診し，湿疹として治療を受けていたとこ

ろ，数日後にこの皮疹の右側に線状皮疹が出現したため，

３月24日長岡赤十字病院皮膚科を受診した。

現症：仙骨部に径約３cm大の軽度の落屑を伴う褐色の

斑状皮疹があり，烈しい瘤痒がある。この右側に２～３

cmほど離れて，紅褐色でわずかに隆起した線状皮疹がジ

グザグに下降性に10cmあまり伸びており，その先端部の

皮下には硬結を触れた（Ｆｉｇ．１)。なお末梢血液像など

の検査は行わなかった。

治療および経過：寄生虫による皮膚爬行症を疑い，線状

皮疹の先端部を硬結部分を含めて切除した。切除翌曰一

時的に瘻痒が強くなったが，線状皮疹は伸長しなくなり，

以後瘤痒は消失し，皮疹も次第に消槌した。

病理学的所見：切除組織は常法に従って病理組織切片と

した。皮下に多数の好酸球を含む炎症性細胞による膿瘍

が形成されており，その中に４個の虫体断端（各ａ，ｂ，

c，ｄと呼ぶ）を認める（Ｆｉｇ．２)。虫体は体幅ｌ００ｌＵｍ

で，かなり変,性しており，内部器官の判別は困難である。

断端ａは斜めに切れた断面で，中央に２個の腔状構造が

ある（Ｆｉｇ．３)。この腔状構造は壁が厚く，壁内に数個

の核を有する。断端ｂ，ｄは横断面であり，変性した食

道腺質部が認められる（Ｆｉｇｓ４－６)。断端ｄでは食道

緒巨

近年，旋尾線虫類幼虫による移行症が日本各地で発生

し，その感染源と起因虫種について関心が集まっている

(大鶴ら，１９７４；荘ら，１９９０；Kagei，1991；藤平ら，

1992；高橋ら，１９９２；田中ら，１９９２；岡崎ら，１９９２；影

井ら，1992)。今回，新潟県で経験された１例は虫体が

かなり変性していたが，角皮の特徴等によって，いわゆ

る旋尾線虫Ｘ型幼虫（Hasegawa，１９７８；以下Ｘ型幼

虫と略す）と同定された。この角皮の特徴は種を同定す

る際の指標となり，人に幼虫移行症を起こす旋尾線虫が

単一種かどうかについての今後の研究にも資するものと

考えられるので報告する。

症例

患者：ＨＲ，５５才男，会社経営者，新潟県在住。

主訴：右啓部の瘤痒を伴う皮疹。

家族歴：特記すべきことなし。

既往歴：特別な疾患なし。刺身を好み，魚介類をしばし
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体内で折れ曲がっているものがあり，そのような虫体の

横断面を作ってみると，本症例の断端ａに見られるもの

に類似した２つの腔所が観察される（Ｆｉｇ．１９)。従っ

て症例虫体に見られた２つの腔状構造は変性した食道腺

質部である可能性が高い。Ｘ型幼虫は擬体腔内に突出

した大きな側索が特徴であるが，今回の虫体では側索が

虫体擬体腔内で膨大しているのは観察されなかった。し

かし新鮮なＸ型幼虫でも側索が偏平となる場合が知ら

れている（ＡｎｄｏｅｔａＺ.，1991)。

以上の所見から，本虫はＸ型幼虫と同定される。

考察

旋尾線虫幼虫移行症は大鶴ら（1974）が秋田県で２例

を発見報告したのが最初であるが,これらはいずれも腸

管壁への移行例であった。その起因虫種について，大鶴

ら（1974）は同地方で生食される多様な魚・甲殻類を調

査し，数型の旋尾線虫幼虫を検出すると共に，そのうち

の淡水産エビ類に寄生するＡ型幼虫（後年

Sビアeptocarα/brmoselzsisと同定；Hasegawa，1978）
とハタハタ寄生のＧ型幼虫（Ｘ型幼虫と同一種）の断

面所見が症例虫体のものに類似していることを認めた。

次いでHasegawa（1978）及びHasegawaand
Otsuru（1982）は更に広範な調査と実験感染を行い，Ｘ

型幼虫が最も症例虫体に類似し，しかも動物実験で最も

強い組織侵入性を示すことを見いだした。

人体症例は大鶴ら（1974）以後しばらく報告を見なかっ

たが，1989年に山梨県で男性の前眼房からＸ型幼虫の

全体が摘出される（荘ら，1990）に及んで，同型幼虫が

確実に人体に幼虫移行症を起こすことが立証された。ほ

ぼ期を－にして秋田，石川，東京，奈良など各地でＸ型

幼虫ないし類似の旋尾線虫による皮膚爬行症が発生しは

じめ（Kagei、１９９１；藤平ら，１９９２；高橋ら，１９９２；田

中ら，1992)，旋尾線虫幼虫移行症に腸管型のみでなく
皮膚爬行症型のものが存在することが知られた。このよ

うな多様な症状が単一種によるものか，または複数種に

よるものかを含め，寄生虫研究者や臨床家の注目を集め

ている。また患者の中にホタルイカを生食した者がいる

ことから，ホタルイカを調べたところ，実際にＸ型幼
虫が寄生していることが最近証明された（安藤，1992)。

今回の患者もホタルイカを生食しており，感染源を特定

する上で注目される。

ところで，Ｘ型幼虫はその頭部と尾部に特徴があり

（Hasegawa，1978)，これらの部位が得られれば同定は
容易であるが，現実には多くの症例では頭部や尾部は検

出されない。しかしこれまでの症例では新鮮な虫体が切

片で得られており，その特徴的な食道腺質部，腸管部，

突出した側索によって同定されている（Kagei，1991；

腺質部のＹ字型の内腔が認められる（Ｆｉｇ．５)。断端ｃ

は虫体湾曲部の断面で縦長となっている。側索は細長い

断面として観察されるが,消化管は判別し難い（Fig.６)。

また３箇所に細胞塊が認められる（Fig.６)。虫体の角

皮の構造は断端ｃで最も明瞭に観察される。すなわち，

角皮表面には幅約４ﾉＵｍの規則的な横輪（annulation）

があり，更に角皮内部に規則的な横条（striae）がある

(Figs、７，８)。横条は角皮の下層に並んだエオシンに染
まらない小胞状構造の境界がそのように見えるものであっ

て，角皮表面に達する構造ではない。この横条は各横輪

あたり４ないし５本づつ認められる（Figs、７，８)。こ

れらの断端のみでは，虫種の同定が困難なので，残りの

パラフィンブロックから虫体摘出を試みた。

パラフィンブロックを60°Ｃで融解し，キシレン，アル

コール系列を通して70％エタノール中で虫体摘出を行っ

た。Figs、９，１０に見られるように虫体は実体顕微鏡下
で容易に認められた。組織を先細ピンセットでほぐし，

長さ1.92mm及び1.30mmで幅はいずれもｌ０ｑｕｍの２断片

を得た（Figs・’１，１２)。これら断片には頭部や尾部は
認められなかった。消化管は一部に腺質部が認められた

(Fig.１１の濃色部）以外は不明瞭であった。側索は明
瞭であった（Fig.13)。また所々に細胞塊があり，各細

胞は裂片状で，内部に向かって平行に並んだ微小構造が

認められる（Fig.13)。角皮の構造は切片で見られた

ものと同様に，規則的な横輪と角皮内の横状が認められ

た（Figs、１４，１５)。

虫体の同定

食道腺質部が発達していることから，本虫は線虫網

Nematoda，旋尾線虫目Spirurida，旋尾線虫亜目

Spirurinaに属するものと考えられる。角皮の構造，特
に角皮内の腔状構造に伴う横条は旋尾線虫幼虫移行症の

最初の症例である秋田の例（大鶴ら，1974）（Ｆｉｇ．16）

やスケトウダラから得られたＸ型幼虫を実験動物腸管

に迷入させたものでも認めることができる（Ｆｉｇ．１７）

し，最近同定を依頼された奈良県での症例（断端からＸ

型幼虫と同定）でも，斜めに切れた虫体を強拡大で見る

と同様の構造が確認された。

虫体内部の細胞塊は内部に平行に並んだ微小構造，す

なわちpolymyariancoelomyarian型筋肉細胞の筋
原繊維に相当する構造を有しており，これらは変性した

体壁筋細胞であることが示される。Ｘ型幼虫も変性す

ると体壁筋が裂片状の構造に分かれることが観察される

（Ｆｉｇ．１８)。

虫体断端ａでは内部に２つの腔所を有しており，子宮

等の雌生殖器官に類似している。しかしＸ型幼虫でも

魚体から採取する際に変性している個体では，食道部が
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藤平ら，１９９２；高橋ら，１９９２；田中ら，１９９２；影井ら，

1992)。他方，今回のような変性した虫体ではこれらの

内部構造は不明瞭となり，虫種同定が困難となる。今回

同定根拠の一つとした角皮の構造，特に角皮下層の横条

はこれまでの報告では注目されていない。それはこれら

の構造が微小で，ノマルスキー微分干渉装置や油浸レン

ズを用いなければ確認し難いことや，体の横断面では見

えないことが原因していると思われる。またこの構造は

線虫類の形態研究に用いられる加温70％エタノールで固

定された虫体では不明瞭となり，Hasegawa（1978）

の記載でも触れられていない。動物の腸管に侵入させる

実験の経験から，これらの構造は，冷ホルマリンなど加

熱しない固定ではよく保存されると思われる。角皮に見

られるこのような構造がＸ型幼虫に特異的なものなの

かどうかは今後に残された検討課題であるが，同定指標

として十分考慮されるべきものと考えられる。少なくと

も，これまでの人体症例の虫体を再度精査して，この構

造が確認できないものは別種の幼虫である可能性が高い。

なお，類似の構造はオンコセルカ属Ｏ"choceFcα成虫

にもみられるが，オンコセルカ属ではより大型の構造で，

横輪はいわゆる蛇行するridgeとなること，角皮下層の

胞状構造はエオシンに染まることから明瞭に区別される

(cfBeaveretaL，1974；Gutierrez，1984)。
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Acaseofcutaneouslarvamigransina55-year-oldmaleinNiigataPrefecture，Japan，isdescribed

Alinearcreepingeruptionaccompaniedwitheczemawasfoundontherightglutealregion,andanematode

lalvawasdemonstratedintheinflammatorysubcutaneoustissue､Thewormwashighlydegeneratedbutreadily

identifiedasso-called“SpiruroidtypeXlarva，,ofHasegawa（1978),basedonthecuticlestructurewith

characteristicannulationsandintracuticularstriae・Thesemorphologicalfeaturesofcuticleareconsidered

tobeimportantkeycharacteristicsfbridentificatio､．

Fig.９Tissuemassrecoveredfromparaffinblockshowinganematodeinthesubcutaneoustissue.（Scalebar＝

１ｍｍ）

FiglOEnlargedviewofFig､９．（Scalebar＝400/ｕｍ）

Figs、１１andl2Fragmentsofthenematodedissectedfromthesubcutaneoustissue.（Scalebar＝200’、）

Figl3EnlargedviewofthenematodefragmentinFi９．１１showinglateralchord(largearrowhead)andcellular

mass(asterisk)withlamellatestructures(smallarrowheads).（Scalebar＝2s似、）

Figs､１４andl5EnlargedviewofcuticleofthenematodefragmentinFigl2showingannulations(largearrowheads）
andstriae(smallarrowheads).(Scalebar=叩､)

Fig.１６Enlargedviewofcuticleofthespirurinlarvafromthecase2ofOtsuruetal.（1974),showingannulations

（largearrowheads)andstriae(smallarrowheads)．（ＨＥ，Scalebar＝S似、）

Ｆｉｇ．１７Enlargedviewofcuticleoftheso-called‘`SpiruroidtypeXlarva,,inexperimentallyinfectedratintestine，

showingannulations(largearrowheads)andstriae(smallarrowheads)．（ＨＥ，Scalebar＝５β、）
Ｆｉｇ．１８Degenerated‘`SpiruroidtypeXlarva，’collectedfromacod，showingfragmentedsomaticmusculature．

（Scalebar＝２５四ｍ）
Ｆｉｇ．１９Sectionof“SpiruroidtypeXlarva,，withdegeneratedandHexedglandularesophaguscollectedfroma

cod,showingtwocanal-likestructuresｗｉthlargecavities(asterisk).（Scalebar＝2s似、）




